






















































































































































































































象 生別 齢 職 疾患 前治療 内服量(mCi） 各〉台療室での在室日数
女 5０ 主婦 甲状腺癌 手術 200ｍＯｉ 股5日→高4日→［.６日
女 6０ 無 職 甲状腺癌 200ｍＣｉ ￣,股5曰一高3日→［コア曰
女 6７ 無職 甲状腺癌 手術 100ｍＯｉ ■■■■■■,股5曰一高3日→低7日
女 6７ 主婦 甲状腺癌 手術 100ｍＣｉ －般5 →高3日→低7日
女 3３ 会社員 甲状腺癌 手術 100ｍＣｉ 一般5日→高3日一中7日
女 2６ 主婦 甲状腺癌 手術 200ｍＣｉ 一般4 →高3日→中5曰
男 5６ 会社員 ビ 節腫 手術 ２１９ｍＣｉ 一般9日→高5日_中9日
男 2２ 学生 甲状腺機間:冗進症 薬物療法 20ｍＣｉ に .4日(棟外フリーは１日Ｅ ）
Ｉ 男 4８ 自営業 甲状腺機官:冗准症 薬物療法 30ｍＣｉ Ｅ .4日(棟外フリーは2曰巨 ）
女 6１ 保護司 甲状腺機iｉ:冗進症 薬物療法 20ｍＣｉ Ｅ .4日一一般１１日(棟外フリーの指ラRが出た直後に転室）
女 5５ 製造業 甲状腺機＃:冗進症 薬物療法 30ｍＣｉ －般5日→中8日(棟外フリーは3日 ヨ)→一般 １日
対象 外来での説明でわからなかった点 自宅で準備時の不明点
Ａ なし 枚数などの説明あり言われた通り準備できた った
Ｂ なし わからないことは聞くので理解できた 他科に入院経験がありわかった



















































， み物･捕食を看護師に頼みにく なし なし なし なし
Ｅ ぱ


















































２ 扱う時の注 食事 ゴ
Ａ なし なし なし なし なし なし なし
Ｂ なし ﾛｯｶｰの荷物は看護師に聞いて出した





















































なし なし なし なし なし
なし なし 間食はどこですればよいか
わからなかった












Ｌ なし なし なし なし なし なし
対 象 ＃:の排泄 Ｃ ｌ 世人と接する時に注意した内容 治療 ii後のイメージの変化























』■ 尿･汗･唾液 他人に触らなければ良いと思った 治療室内は物音がしないので怖かった
2日間以外と退屈だった
（
『
。
尿･空気中にも排泄 区切りがないので全くわからない
いつまで距離を置くか分からない(赤ちゃんとの接触など）
棟外フリーになったら自由になったと思った
-１
尿･便などだと聞いた 目に見えないから実感がなく意識しなかった 暇だった飲むだけで終了もっと恐ろしいと思った家族から
脱毛を心配された学校で放射線が出ていないか聞かれた
Ｉ 汗･涙･尿などの体液 接していないからわからない医師､看護師には普通に接した
ある程度はイメージできた不自由だと覚悟してきた
』
唾液･尿など 自分は注意しなかったが看護師によっては離れていた
分かっていたが危険物扱いされると気分を害する
外出時は孫を抱かなかった
最初から隔離なのでこんなものかと思った
最初から覚悟してきた
〈
汗､触った物から出る 体から出ているのであまり接触せず距離を置いた
自分の体から放射線が出て看護師に悪いと思った
見学することが出来たのが良かった
法律で生活が規制されることがわかっていた
